
令和5年度 神奈川県行政書士会

小田原支部定時総会議事録

令和5年5月22日(月) 1 7時3〇分より′-、田原市民交流センタ一服00会議室1・ 2i 3iこかて定時

総会が開催された。

定刻に高木鯛餌の強のもと・調僧の辞が述べられ・小泉支接より摸拶かもり・絶食次第iこ縫い機

司会者から、下記の通り出席輔と樽釧一果行政書士会小田殿搬馴(以下「脚」という。 )蝕成

立-こ諾欝力護諾讃…芦1笠
幡いて、弛春は、織舶第1 3策-こ基づく能会組長の選任-こつき位置食の棚番により・議場Iこ密ったとこ

ろ、要録なく質成されたので、議長が週任されたe

膿裏 書露 影正金農

機曇i馳事に先立ち、書紀として下記の者を指名し・その就任の承緒を得た。

書紀 石綿 竜人会員

続いて、議案の審議に入った。

第1号確実 令紬4年農事乗組告並びに決暮健吉霜降の件

監査継告後、 2件の質病状の質胱審後・直ち一二採決に入り農機なく潤された。

第2号鑓案、支龍役き選任の件

支館位置椎義春名機を巴布後・直ちに採決に入り具譜なく承超されたo

餓いて遭任された斬役員より穏便の棋拶が行われたo

禦3号議案、令粕5年度青果部団並びに収受予筆承認の件

3僻の要請状の賃樋応答後、直ち-こ採決に入り農機なく承握された。

禦4号強震、支俄椙援金網駁賃に関する規程を制定する件

3件の賀田状の後援応答後・直ち-こ採決に入り農機なく承認された。

1 9暗1 〇分 西震罰支勘轟の照会の言葉で終了したo

議 長

子年言上士"○○星星型"i田--

書記右綿毛人㊨


